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図 1　Acetylated histone 3 Lys 9
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エピジェネティックス（Epigenetics）は epi と genetics
から作られた造語であり，日本語では後遺伝と訳されてい
る．近年，遺伝や分化に係わるとされ，その障害は発癌，
加齢，代謝疾患または異常分化を引き起こすと考えられて
いる 1―4．そのメカニズムは DNA 配列を変化させることな
く，ヒストン・タンパク質の修飾および DNA のメチル化
によって遺伝子の発現を制御するものである．癌組織では
エピジェネティックス異常により癌抑制遺伝子の不活化が
起きている．この中でヒストン H3 の修飾は DNA メチル
化とともに遺伝子不活化機構として働く 5．ヒストン蛋白
質の修飾は主にアセチル化およびメチル化による．われわ
れは加齢に伴う内耳のヒストン蛋白質修飾の変化を報告し
た 6．今回は喉頭癌組織（扁平上皮癌）におけるヒストン

蛋白質の発現を免疫組織学的に検討した．
組織を一次抗体（抗 acetyl-histone H3 Lys9 または

dimethyl-histone H3 Lys9）とさせ，さらに二次抗体（Cy3）
と反応後，DAPI で核を染色，共焦点顕微鏡で観察した．

その結果，Acetyl-histone H3 Lys9 は扁平上皮癌の核内
に発現していた（図 1）．Dimethyl-histone H3 Lys9 は扁
平上皮癌細胞内での発現は明らかでなかった（図 2）．

現在，白血病に対し，ヒストン脱アセチル化酵素阻害薬
を用いた癌治療が臨床応用されている 7．今回の結果より
扁平上皮癌組織でヒストン H3 のアセチル化を生じている
ことが示された．今後，扁平上皮癌においてもヒストン蛋
白質修飾の詳細な機序が解明されれば臨床応用につながる
ことが期待される．

図1 Acetyl-histone H3 Lys9 の発現
Acetyl-histone H3 Lys9 は癌細胞核内に発現していた（矢
先，赤色）．

図2 Dimethyl-histone H3 Lys9 の発現
Dimethyl-histone H3 Lys9 は癌細胞内には発現していな
かった（矢印）．
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図 2　Di-methylated histone 3 Lys 9
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